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安全統括管理者 風間 直幸

輸送の安全に関するシンポジウム２０２０

自然災害への対応について
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静鉄グループ

しずてつジャストライン
会社概要

1
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私たち「静鉄グループ」は、『安全・安心・快適のあくなき追求』という経営理念のもと、

静岡の街の活性化の為、生活に密着した様々な事業を展開しております。

●社 名

●本社所在地

●事 業 所

●創 立

●資 本 金

● 社 員 数

● 事 業 内 容

静岡鉄道株式会社

〒420-8510 静岡市葵区鷹匠一丁目１番１号

静岡鉄道㈱単体：静岡市、藤枝市、沼津市
グループ全体：静岡県全域

1919（大正8年）年５月

18億円

静岡鉄道㈱：682名

※2020年4月期

グループ全体：約8,000名

ビジネスホテル・介護・カード・民間学童保育）

□鉄道・索道事業 □不動産事業

□附帯事業(広告・ゴルフ場・リゾートホテル・

会社紹介_静鉄グループ1.
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1929（昭和4）年、静岡鉄道株式会社の前身である静岡電気鉄道株式会社の自動車部としてスタートし、

その後、2002（平成14）年に「しずてつジャストライン株式会社」として分社独立。

創業以来90年間、静岡県中西部地区の地域の方々とともに発展してまいりました。

しずてつジャストライン株式会社

2002（平成14）年5月1日

2002（平成14）年10月1日

3億5,000万円

代表取締役社長 三浦孝文

665名

乗合旅客運送業（路線バス事業）

貸切旅客運送業（観光バス事業）

旅行業、労働者派遣業

541両（自主運行路線車両含む）

101路線（イベント路線、自主運行路線含む）

1,599km

約3,100万人（年間） 2020年4月1日現在

●社 名

●設 立

●営業開始

●資 本 金

●代 表 者

●従業員数

●事業内容

●車 両 数

●路 線 数

●営業キロ

●旅客数(年間)

会社紹介_しずてつジャストライン事業内容1.
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唐瀬営所

葵区

一般路線バス ■車両数：500両

■路線数：93路線

会社紹介_しずてつジャストライン事業内容1.

高速バス ■車両数：26両

■路線数：8路線

・静岡新宿線 ・静岡羽田空港線
・東京清水線 ・相良渋谷線 ・静岡甲府線
・静岡横浜線 ・静岡大阪線 ・静岡成田空港線
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2
自然災害への対応

対応のきっかけ

防災への取り組みの変化

代替施設・通信手段の確保

初動体制の確保

その他対応事項

従業員の安全及び財産の確保
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2.

『東海地震想定震源域』

従来より当社の営業エリアである静岡県は1854年の安政東海地震以来、
大地震がなく近い将来巨大地震の発生が予想されている「地域地震リス
ク」の高い地域でした。

出典：気象庁ホームページ「東海地震想定震源域」「東海地震に関連する情報の変遷の一覧表」

自然災害への対応_対応のきっかけ
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2.

防災訓練を定期的に実施していたが、行政を中心としての防災訓練参加がメイン

安全

価値観

運転

教育

組織意欲

機器 健康

従来の安全に関する取り組み

自然災害への対応_対応のきっかけ
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2.

2011年3月に発生した東日本大震災時に西久保営業所と相良営業所が津波警報により営
業所へバスが帰庫できない状況になり高台に避難したこと。
また、南海トラフ巨大地震が発生した際には、震度7以上が想定される地域であること
から災害対応の強化を検討

出典：気象庁ホームページ「南海トラフ巨大地震の震度分布」相良営業所

西久保営業所

相良営業所

東日本大震災発生以降

自然災害への対応_対応のきっかけ
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2.

東日本大震災発生以降

自然災害への対応_対応のきっかけ

実際の被害を想定していない

東日本大震災以前の防災対策

災害発生時に役に立たない事が判明
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2.

安全に関する取り組み

安全

価値観

機器

組織

意欲

健康

お客様

人財

自然
災害

運転

教育

行政主導から自社主導へ

東日本大震災以後

自社での防災対策を強化

東日本大震災前

静岡県・静岡市主導の

防災訓練に併せて実施

自然災害への対応_防災への取り組みの変化
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2.

もし震災が発生したとしても、可能な限り被害を軽減させ、事業継続を
行うために必要なことは何か検討を開始。

事
業
継
続
へ
の
課
題

従業員の安全及び
財産の確保

通信手段の確保

想定される問題 解決方法

初動体制の確保

代替施設の確保

施設の倒壊、津波による浸水
（従業員の安全確保）

老朽化施設の建て替え
津波想定地域からの移転

電話不通による通信手段

建物被害による営業所機能

災害発生時の避難誘導

複数の通信手段の確保

代替施設・運行管理機器の確保

災害対応訓練の拡充
被害情報の集約

事業継続への課題

自然災害への対応_防災への取り組みの変化
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2.

西久保営業所

鳥坂営業所

小鹿営業所

岡部営業所

相良営業所

浜岡営業所

唐瀬営業所

「従業員の安全及び財産（車両等）の確保」のために、「津波浸水想定地域」に
拠点を置いている西久保営業所・相良営業所「建物の老朽化」及び「冠水の危険
性が高い」営業所の移転を検討。

営業所拠点の見直し

自然災害への対応_従業員の安全及び財産の確保

丸子営業所
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2.

浸水域参照：静岡県第4次地震被害想定（静岡県ホームページより）

西久保営業所の移転

自然災害への対応_従業員の安全及び財産の確保
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2. 自然災害への対応_従業員の安全及び財産の確保

電源の確保

ソーラーパネル
発電機
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2. 自然災害への対応_従業員の安全及び財産の確保
駐車区画の拡大

地震の揺れでもバス同士あたらない様
揺れ幅を計算し設計を見直す。
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2.

浸水域参照：静岡県第4次地震被害想定（静岡県ホームページより）

2020年10月開業(予定)

相良営業所の移転

自然災害への対応_従業員の安全及び財産の確保
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2.

災
害
に
強
い
拠
点
へ

•西久保営業所

•相良営業所

津波

想定地域

•鳥坂営業所

•唐瀬営業所 他

老朽化

＋

浸水区域

災害に強い拠点へ

自然災害への対応_従業員の安全及び財産の確保

移
転
・
再
編

の
検
討

内
陸
へ
の
移
転
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2.
安全運転訓練車

運転士の運転技能向上を目的に導入を検討していたが、災害時に営業所
の代替施設として機能できるように設計の見直しを行い、2016年3月に1
号車を導入。

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保

運転士訓練エリア 災害対策機能エリア
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2.

運転技能訓練 運転士の運転技術を見える化する為、計測・分析装置を
搭載し安全運転の向上に努めている。

目 的 搭載装置

安全確認行動
の向上

視点計測（アイマークレコーダー）
安全確認装置（車内障害物・前方バンパー

側面ＬＥＤランプ）
映像収録 （ドライブレコーダー）

運転技能
の向上

映像収録 （ドライブレコーダー）
動揺計測 （加速度センサー）
走行データ計測（エンジン回転数・ブレーキ等）

燃費の向上 燃料消費体感装置（燃料消費量・燃費計測）

その他 音量測定（デジタル騒音計）

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保
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2.

広域用無線アンテナ

災害対策機能

発電機

運行管理設備

無線設備

目 的 搭載装置

情報発信
情報収集

無線機（アナログ・ＩＰ・ＭＣＡ）
広域用無線アンテナ
情報収集用ＴＶ
防災ラジオ
パソコン
Ｗｉ-Ｆｉ
バスロケーションシステム

運行管理
アルコール検知器
デジタルタコグラフ解析器
簡易金庫解除機

電源の確保 発電機

大規模災害が発生し事務所が倒壊等により運行管
理ができなくなった際に、運行管理を可能にする
ための設備を完備。

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保
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2.

点呼実施訓練 防災訓練時に安全運転訓練車内で点呼実
施訓練を実施し災害に備えている。

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保
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2.

電源供給対応（2018年：浜岡営業所停電時）
画像：後日再現

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保
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2.

電源供給対応（2018年：浜岡営業所停電時）

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保

発
電
機
仕
様
の
変
更

電
力
供
給
の
課
題

事務所は再開できたが・・・

給油施設のポンプが200Ｖ仕様で訓練車の
供給100Ｖでは使用出来なかった。
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2.

2018年の台風24号での反省から、新たに導入し
た2台目の安全運転訓練車に大型の100V・200V
両方に対応した発電機を搭載。

電源供給対応の反省から

安全運転訓練車2号車

大型発電機

災害対策設備

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保
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参考：２号車の運転訓練設備

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保

アラウンドビューモニター
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2.

普段は運転士の運転技能強化の為、安全教育を実施し有事の際
には災害対策車として2台体制で運用している。

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保
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2.

アナログ無線 MCA無線
MCA無線
（MCAe+）

IP無線

導入場所 一般路線バス
全車両

本社
各営業所事務所内 都市間高速車両 全車両

通話エリア 基地局を中心に
エリア全体へ通話

MCA中継局
エリア内

MCAエリア
＋携帯電話網 携帯電話網

特徴

電源があれば通話可
通話エリアが狭い

通信規制がかかりに
くい。

MCAにIP無線機能が
追加されている。

個別・グループ通話
が選択できる。

固定費はかかるが、複数の通信手段を確保する事で災害時の通信手段を維持。

災害時の通信手段確保

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保
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2.

またアナログ無線は、電波が届かない地域をカバーする為に静岡市中心部の
新静岡セノバ屋上に中継の無線アンテナを設置し各営業所の無線機に電波を
送信している。

災害時の通信手段確保

自然災害への対応_代替施設・通信手段の確保
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2.

初動体制の確保

自然災害への対応_初動体制の確保

従来

9月

総合防災訓練

2014年～

11月

津波防災の日

3月

東日本大震災発生日

災
害
発
生
時
の

初
動
体
制
強
化
へ

年1回から3回実施に変更
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2.

初動体制の確保

自然災害への対応_初動体制の確保

運転士 事務職・整備職

お客様への案内訓練 本部・支部設置訓練

運行管理者への報告 指定場所までの移動訓練

共通訓練

消火器・非常扉訓練

安否確認メールの返信

訓練内容
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2.

全運転士が常に携行 バス車内へ設置

津波ハザードマップ 運行中の地震発生時の対応

自然災害への対応_その他対応事項
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2.

発令時には自動で
無線にて車両へ伝達

従業員の安否状況を確認する為に導入

安否確認システムの導入緊急地震速報端末の設置

自然災害への対応_その他対応事項
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新型コロナウイルス感染症対策
新たな脅威への対応

3
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新たな脅威への対応_新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルス感染症対策

3.

換気は窓開けで対応
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新たな脅威への対応_新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルス感染症対策

3.

試作品を作成

試作品１ 試作品２
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新たな脅威への対応_新型コロナウイルス感染症対策

バイザー取付け位置

雨天時の車内換気を確保

新型コロナウイルス感染症対策

3.
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運輸防災マネジメント
まとめ

4

最後に

自然災害対応強化へ



40

まとめ_自然災害対応強化へ4.

自然災害の激甚化

運行再開判断

復旧対応

想定外対応力

今後の取り組み事項
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まとめ_運輸防災マネジメント

課

題

4.

引用：運輸安全マネジメント指針より

1 経営トップの責務 7 初動対応

2 安全方針と防災の基本方針 8 自然災害の態様に応じた対応

3 リスク評価、楽観主義の排除 9 関係者との連携

4 事前の備え 10 利用者への情報発信

5 代替性の確保（ハード面） 11 他事例の学びによる見直し

6 代替性の確保（ソフト面） 12 他事例の学びによる改善

運輸防災マネジメント指針
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輸送の安全を確保する為、自然災害対応力を向上させ防災に対する考
え方を企業の風土・文化とする為、PDCAサイクルを機能させ災害対
策の改善・向上を行っていく。

まとめ_最後に

•振り返り実施
•問題点確認

•課題是正
•訓練、教育の
改善

•訓練実施
•投 資
•教 育

•安全方針・重
点施策決定

•訓練計画策定
•投資計画

ＰＰ ＤＤ

ＣＣＡＡ

4.
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